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源
右
衛
門
は
、
一
八
四
四
年
（
弘
化
元
年
）、

今
の
安
城
市
福
釜
町
に
生
ま
れ
た
。
一
八
九
〇
年（
明

治
二
三
年
）
に
福
釜
村
村
長
、
碧
海
郡
会
議
員
に
な

り
、
ま
た
、
明
治
用
水
水
利
組
合
会
議
員
と
し
て
継

年
期
運
動
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
継
年
期
運
動
と
は
何
か
。
明
治
用
水
開
通

以
来
、
原
野
は
開
墾
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
開

か
れ
た
ば
か
り
の
土
地
は
や
せ
て
い
て
生
産
性
が
低

い
こ
と
か
ら
、
開
墾
田
は
鍬
下
年
期
と
い
っ
て
二
〇

年
〜
四
〇
年
の
間
は
税
が
免
除
さ
れ
た
。
こ
れ
と
同

様
に
、
畑
か
ら
田
に
変
わ
っ
た
場
合
に
も
、
地
価
据

置
年
期
が
一
〇
年
〜
三
〇
年
間
与
え
ら
れ
た
。
こ
の

年
期
の
期
間
を
延
長
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
た
運
動

が
継
年
期
運
動
で
あ
る
。

明
治
用
水
の
か
ん
が
い
地
は
一
八
七
六
年
（
明
治

九
年
）
に
年
期
が
定
め
ら
れ
、
一
八
九
一
年
（
明
治

二
四
年
）
に
明
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

時
が
経
っ
て
も
農
民
の
苦
し
い
生
活
に
変
わ
り
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
源
右
衛
門
は
、
愛
知
県
議
会
の
実

力
者
で
あ
る
内
藤
魯
一
に
協
力
を
頼
み
、
十
年
の
年

期
延
長
に
成
功
し
た
。
だ
が
、
配
水
料
・
開
墾
費
・

肥
料
代
・
地
価
が
高
か
っ
た
た
め
、
農
村
の
様
子
は

一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
に
な
っ
て
も
以
前
と

変
わ
ら
な
か
っ
た
。

源
右
衛
門
は
こ
の
状
況
を
救
う
た
め
、
継
年
期
同

盟
会
を
組
織
し
、
政
府
に
直
接
請
願
す
る
こ
と
に
し

た
。
水
利
組
合
か
ら
は
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
彼
は
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
単
独
で
運
動

を
続
け
た
。
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
一
月
に

上
京
し
、
代
議
士
で
あ
る
早
川
龍
介
（
碧
海
郡
選
出
）

の
協
力
を
得
て
、
内
務
大
臣
西
郷
従
道
や
大
蔵
大
臣

松
方
正
義
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
彼
は

実
情
を
訴
え
、
西
郷
の
好
意
を
得
て
、
添
書
を
携
え
、

国
営
事
業
で
あ
る
安
積
疎
水
の
実
地
調
査
に
赴
い
た
。

以
来
、
東
京
と
安
城
を
往
復
す
る
こ
と
半
年
の
あ

い
だ
に
三
十
数
回
。
源
右
衛
門
が
ど
れ
だ
け
の
熱
意

を
持
っ
て
こ
の
事
業
に
当
た
っ
た
か
分
か
る
。
一
八

九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
七
月
、
継
年
期
延
長
請
願

書
を
提
出
し
、
そ
れ
が
も
と
に
な
っ
て
、
一
九
〇
一

年
（
明
治
三
四
年
）
に
政
府
は
第
十
五
議
会
に
年
期

延
長
の
法
案
を
提
出
し
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

明
治
用
水
か
ん
が
い
地
に
限
り
、
開
墾
地
は
五
十
年
、

地
価
据
置
は
四
十
年
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
報
を
聞
い
た
地
元
農
民
は
と
て
も
感
激
し
、

花
火
を
打
ち
上
げ
て
歓
迎
し
た
。
源
右
衛
門
は
と
て

も
喜
び
、
安
城
駅
で
汽
車
が
止
ま
ら
な
い
う
ち
に
飛

び
降
り
、
頭
に
け
が
を
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
治
っ

た
こ
と
を
記
念
し
て
明
治
川
神
社
に
灯
ろ
う
を
寄
進

し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
源
右
衛
門
の
行
っ
た
継
年
期
運
動
は

安
城
の
発
展
に
ど
う
役
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も

と
も
と
こ
の
地
は
や
せ
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
土
地

改
良
費
や
肥
料
代
が
か
さ
み
、
農
民
の
出
費
は
多
か

っ
た
。
そ
の
う
え
税
（
地
租
）
を
納
め
る
こ
と
に
な

れ
ば
負
担
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
の
年
期
延
長
運
動
の
成
功
は
、
碧
海
郡
の
農
民
を

重
い
租
税
か
ら
免
れ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
余

力
が
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
農
村
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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